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〔論文審査の要旨〕 
本論文は，1950 年代から 1970 年代にかけて実施された，米国の音楽教育改革を対象と
する歴史研究である。具体的には，現代音楽作曲家と学校教育現場を架橋した The 
Contemporary Music Project（以下，CMP），当時教育界を席巻していた学問中心主義を音楽












































第 1 に，CMP，MMCP，リーマーという音楽教育史上著名な 3者を研究対象にしつつも，
それぞれにおいて斬新な論考が展開されている点である。これまで，CMPが Comprehensive 
Musicianship 以外の切り口から体系的に論じられることはなかったし，MMCP のカリキュ
ラムに概念理解以外の特質が備わっていることは指摘されてこなかった。リーマーの思想
とカリキュラムについても，彼の初期の思想を「現示的シンボル」という視点と実際のカ
リキュラムの両者から検討するというのは本論文独自の論理展開である。何より，この 3
者を体系的に連関させて，「教育の現代化」と美的教育思想という 2側面から捉える試みは
画期的なものである。著者の洞察に満ちた研究の着眼点と，それを可能にする音楽教育学
的論考は，本論の重要な価値であると言える。 
第 2 に，そのような音楽教育史研究としての成果が，現代の音楽教育に対する示唆とし
て効果的にまとめられている点である。本論文の終章では，当代の教育改革を批判的に捉
える今日の音楽教育哲学者デヴィッド・エリオットの論を反批判的に克服することで，3
者の史的意義に今日的な価値を持たせる試みがなされていた。また，そこから導かれた音
楽教育観を，我が国の慣例的な感動指向型の音楽教育実践と比較することで，音楽教育現
場における感動経験の在り方を論理的に捉え直そうとしている点も評価できる。客観的な
歴史研究と実際的な問題意識を有意義に接続させている点も，本論文の価値を高めている。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ
るものと認められる。 
平成２７年２月１９日 
